
『
落
葉
集
』
と
絵
入
狂
言
本
に
み
る
芝
居
歌

｜
｜
元
禄
期
上
方
歌
舞
伎
の
調
子
選
択
｜
｜

前

島

美

保

は
じ
め
に

元
禄
期
か
ら
宝
永
期
（
一
六
八
八
〜
一
七
一
一
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
松

の
葉
』、『
落
葉
集
』、『
松
の
落
葉
』
に
は
、
当
時
流
行
の
歌
謡
が
体
系
的
に
収

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
中
で
も
『
落
葉
集
』
は
こ
の
種
の
歌
本
と

し
て
は
初
め
て
劇
場
由
来
の
歌
謡
が
多
数
収
め
ら
れ
、
元
禄
期
の
上
方
歌
舞
伎

の
音
楽
演
出
を
探
る
手
が
か
り
を
与
え
る
。
従
来
、
こ
う
し
た
歌
本
に
収
載
さ

れ
た
曲
が
実
際
ど
の
興
行
で
上
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
た
と
え
ば
演
劇

研
究
者
ら
に
よ
る
元
禄
歌
舞
伎
の
様
式
研
究
や
役
者
研
究
の
中
で
言
及
さ
れ
て

１
）

き
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
平
野
健
次
が
「
そ
れ
ら
の
本
来
の
演
劇
と
し
て
の
上

演
に
つ
い
て
の
一
曲
一
曲
の
考
証
は
未
だ
す
べ
て
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な

２
）

い
。」と
述
べ
た
よ
う
に
、
元
禄
歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
や
そ
の
変
遷
と
い
う
観
点

な
い
し
問
題
意
識
か
ら
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
積
極
的
に
用
い
た
研
究
は
多
く

３
）

な
い
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
各
曲
に
付
さ
れ
た
三
味
線
の
調
弦
（
調
子
）

で
、
後
に
事
典
等
で
語
ら
れ
る
調
弦
の
曲

４
）

調
は
、
劇
的
効
果
が
求
め
ら
れ
る
歌

舞
伎
で
の
用
法
の
積
み
重
ね
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
に
つ
け
て
も
、
歌
舞
伎
音
楽
に
関
す
る
最
初
期
の
史
料
か
ら
把
握
す
る

こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
初
期
の
江
戸
長
唄
の
歴

史
を
語
る
際
、
上
方
の
影
響
に
話
が
及
ぶ
こ
と
が
多

５
）

い
が
、
そ
の
前
提
と
し
て

元
禄
期
の
上
方
歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
を
描
き
出
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
は
な

か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
『
落
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
芝

６
）

居
歌
と
そ
の
調
弦
に

つ
い
て
巻
ご
と
に
分
析
し
、
次
に
該
当
す
る
曲
が
歌
舞
伎
の
ど
の
場
面
で
用
い

ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
絵
入
狂
言
本
と
照
合
す
る
と
い
う
手
順
で
考
察
を
進
め

た
い
。

本
論
に
入
る
前
に
基
本
と
な
る
三
種
の
調
子
（
本
調
子
・
二
上
り
・
三
下
り
）

（

）
一



の
文
献
上
の
初
出
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
蒲
生
郷
昭
に
よ
れ
ば
二
上
り
が
寛
文

八
年（
一
六
六
八
）、三
下
り
が
寛
文
九
年
に
初
め
て
文
献
上
に
現
れ
る
と

７
）

す
る
。

本
調
子
は
当
然
こ
れ
ら
以
前
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
元
禄

期
を
前
に
基
本
の
調
弦
は
出
揃
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一

『
落
葉
集
』
各
巻
の
内
容

大
木
扇
徳
編
『
落
葉
集
』（
七
巻
七
冊
）
は
元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
三
月
、

京
井
筒
屋
庄
兵
衛
、
万
木
治
兵
衛
の
両
書
肆
か
ら
出
版
さ

８
）

れ
た
。
そ
の
書
名
、

第
巻
之
一
表
紙
見
返
し
に
「
律
に
呂
に
尽
ぬ
落
葉
や
家
の
風

扇
徳
」
の
句
と

松
の
落
葉
を
か
き
集
め
る
挿
絵
、
そ
し
て
奥
書
に
「
此
ご
ろ
世
に
翫
び
草
の
蔓

し
松
の
葉
は
、
遠
き
む
か
し
の
本
手
よ
り
、
長
歌
端
手
の
巻
〳
〵
…
（
中
略
）

か
の
松
の
葉
に
拾
ひ
洩
し
ぬ
る
言
の
葉
を
書
あ
つ
め
ぬ
れ
ば
、
落
葉
集
と
は
名

付
ぬ
。」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
落
葉
集
』
は
元
禄
十
六
年
刊
の
同
版
元
か

ら
出
さ
れ
た
秀
松
軒
編
『
松
の
葉
』（
五
巻
五
冊
）
の
続
編
と
し
て
遺
漏
を
補
う

意
図
で
編
纂
さ

９
）

れ
た
。
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
両
書
の
性
格
は
大
分
異

な
っ
て
お
り
、『
松
の
葉
』は
盲
人
が
伝
承
し
て
い
た
歌
謡
を
集
成
し
た
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
、『
落
葉
集
』は
そ
の
大
部
分
が
歌
舞
伎
で
用
い
ら
れ
た
音
楽
を

集
め
た
も
の
で
あ
る
。
由
来
の
異
な
る
も
の
を
一
つ
に
せ
ず
別
本
と
し
た
編
集

意
図
は
巻
次
や
構
成
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。『
松
の
葉
』
は
第
一
・
二
巻
に
「
三

味
線
本
手
目
録
」「
端
手
目
録
」「
裏
組
目
録
」「
長
歌
目
録
」と
あ
る
よ
う
に
三

味
線
組
歌
、
長
歌
な
ど
盲
人
社
会
の
伝
承
上
の
規
範
曲
を
据
え
、
以
下
、
第
三

巻
「
端
歌
目
録
」
に
流
行
端
歌
や
芝
居
歌
（
調
弦
ご
と
掲
載
）、
第
四
巻
「
吾
妻

浄
瑠
璃
目
録
」
に
上
方
の
座
敷
浄
瑠
璃
、
第
五
巻
に
「
古
今
百
首
投
節
」
収
載

す
る
。
一
方
『
落
葉
集
』
は
、
古
流
（
古
来
）・
中
興
・
当
流
の
三
つ
の
時
代
区

分
が
存
在
し
、
第
巻
之
一
に
は
「
古
流
簫
歌
目
録
」「
古
流
中
興
脇
踊
哥
目
録
」

「
古
来
十
六
番
舞
之
唱
哥
の
目
録
」
と
、
編
集
時
以
前
に
す
で
に
あ
っ
た
と
思

し
き
芝
居
由
来
の
曲
が
収
載
さ
れ
る
。
第
巻
之
二
・
三
、
巻
第
四
は
「
中
興
当

流
」
と
あ
っ
て
、
芝
居
（
地
芸
）
の
所
作
に
用
い
ら
れ
た
曲
（「
中
興
当
流
所
作

目
録
」）、
丹
前
出
端
の
曲
（「
中
興
当
流
丹
前
出
端
目
録
」）、
大
踊
総
踊
（「
古

来
中
興
当
流
踊
哥
百
番
目
録
」）と
元
禄
期
上
方
歌
舞
伎
で
使
用
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
曲
が
使
用
場
面
ご
と
分
類
さ
れ
て
並
ぶ
。『
落
葉
集
』に
収
載
さ
れ
た
曲

は
二
九
六
に
及
ぶ
が
、
第
巻
之
二
〜
四
で
全
体
の
半
数
（
一
五
五
曲
）
を
占
め

る
。
第
巻
之
五
は「
元
禄
十
六
年
未
之
年
祇
園
町
踊
之
唱
哥
目
録
」「
都
音
頭
取

作
者
附
目
録
」
で
主
に
京
市
井
の
踊
歌
、
第
巻
之
六
に
は
古
今
節
と
三
都
の
浄

瑠
璃
曲（「
古
今
新
左
衛
門
節
唱
哥
目
録
」「
三
ケ
の
津
浄
瑠
璃
作
者
附
目
録
」）、

第
巻
之
七
に
は
流
行
り
歌
（「
古
来
中
興
当
流
は
や
り
哥
目
録
」）
と
、
歌
舞
伎

と
そ
の
周
辺
で
伝
承
さ
れ
る
曲
群
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
落
葉
集
』

各
巻
が
伝
承
の
時
代
や
場
所
、
場
面
で
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ

る
。
ま
た
多
数
の
挿
絵
を
含
む
点
も
『
松
の
葉
』
と
異
な
る
特
徴
で
、
舞
台
面

や
楽
屋
の
様
子
等
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
『
落
葉
集
』
は
三
都
に
ま

た
が
る
元
禄
期
の
歌
舞
伎
、
な
か
で
も
上
方
歌
舞
伎
に
使
用
さ
れ
た
曲
を
重
点

的
か
つ
体
系
的
に
収
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

編
者
大
木
扇
徳
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
が
、
井
原
西
鶴
門
弟
に
し

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要

第
41
集

（

）
二



て
談
林
派
俳
人
、
浮
世
草
子
作
者
で
も
知
ら
れ
る
北
条
団
水
（
一
六
六
三
〜
一

七
一
一
）
が
記
し
た
序
に
「
京
江
難
三
ケ
の
津
に
蔓
る
大
木
扇
徳
と
い
ふ
艶
男

落
葉
集
を
編
て
」
と
あ
り
、
ま
た
跋
文
に
「
此
道
に
心
さ
し
あ
り
て

市
川
の

流
れ
を
汲
る
吉
之
丞
が

糸
筋
を
つ
ぎ
ぬ
る
き
ね
や
勘
五
郎
に
よ
り
〳
〵
聞
伝

し
か
は

夏
引
の
あ
さ
か
ら
ぬ
さ
い
は
ゐ
と
お
も
ひ
と
り
て

絶
ず
ま
な
び
け

る
折
節
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
音
曲
に
も
精
通
し
た
当
代
の
粋
人
俳
士
の
一
人

と
さ

10
）

れ
る
。

以
下
、『
落
葉
集
』第
巻
之
二
〜
五
の
内
容
を
中
心
に
、
歌
舞
伎
の
演
出
や
調

弦
法
と
絡
め
て
概
観
す
る
。

（
一
）
第
巻
之
二

第
巻
之
二
に
は
「
中
興
当
流
所
作
」
三
十
六
曲
が
並
ぶ
。
芝
居
（
地
芸
）
の

所
作
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
た
曲
と
考
え
ら
れ
、
曲
名
下
に
は
芝
居
に
出
演
し
た

役
者
名
が
記
さ
れ
る
。「
中
興
当
流
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
曲
は
編
纂

時
期
に
現
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
曲
で
、
内
容
は
怨
霊
事
の
系
譜
の
曲
と

そ
れ
以
外
と
に
大
別
さ
れ
る
。
怨
霊
事
（
嫉
妬
事
）
と
は
元
禄
期
に
盛
ん
に
行

わ
れ
た
歌
舞
伎
女
方
の
演
出
で
、
死
霊
や
生
霊
が
恨
み
を
述
べ
、
相
手
を
苦
し

め
る
趣
向
の
演
出
を

11
）

言
う
。
音
曲
に
は
小
歌
や
浄
瑠
璃
が
用
い
ら
れ
、
軽
業
や

ケ
レ
ン
を
伴
っ
た
所
作
で
、
こ
の
系
譜
か
ら
浅
間
物
、
道
成
寺
物
、
変
化
舞
踊

な
ど
が
生
ま
れ
た
。
全
三
十
六
曲
を
調
子
ご
と
に
挙

12
）

げ
る
。

本
調
子

奈
良
名
所
尽

西
国
八
景

鎌
足
道
行

行
平
道
行

松
茸
狩

文
覚
上
人

と
が
し
城

名
馬
揃

狂
乱

二
上
り

公
時
酒
の
酔

傾
城
浅
間
嶽

同
小
六
自
然
居
士

男
道
成
寺
蚊

屋
之
段

稲
荷
塚
四
ツ
門

稲
荷
塚
狐
会

傾
城
仏

13
）

の
原

女
仙

人

傾
城
善
の
綱

三
ツ
の
車

時
雨
の
松

ふ
み
こ
と
葉

地

14
）

踊

三
下
り

花
軍

関
東
小
六
青
葉

行
平
地
獄

15
）

物
語

弥
陀
た
の
む

廿
四

孝
狐
会

定
家
怨
霊

そ
の
他

吉
田
小
女
郎
（
端
歌
｜
本
調
子
｜
三
下
り
｜
二
上
り
｜
鼓
歌
｜
二

上
り
）

名
護
屋
山
三
（
端
歌
｜
二
上

16
）

り
）

傾
城
花
筏
（
一
上
り

本
調
子

17
）

）

女
仙
人
怨
霊
（
三
下
り
｜
本
調
子
）

山
居
之
僧
（
鼓
歌
）

柴

刈
風
流
（
本
調
子
｜
三
下
り
）

近
江
八
景
（
本
調
子
｜
三
下
り

｜
本
調
子
）

思
ひ
の
絵
姿
（
一
下
り
｜
二
上
り
）

本
調
子
九
曲
、
二
上
り
十
三
曲
、
三
下
り
六
曲
で
二
上
り
の
曲
が
多
い
が
、

三
種
の
調
弦
を
演
出
の
内
容
や
必
要
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
て
い
た
可
能
性
が

18
）

あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
調
子
は
「
西
国
八
景
」「
鎌
足
道
行
」「
行
平
道
行
」
な

ど
、
道
行
や
景
事
風
の
叙
景
的
な
内
容
の
曲
が
目

19
）

立
つ
。
一
方
、
三
下
り
で
は

「
弥
陀
た
の
む
」「
女
仙
人
怨
霊
」な
ど
、
怨
霊
や
弥
陀
、
狐
会
な
ど
異
界
を
連

想
さ
せ
る
も
の
が
多
い
。
江
戸
の
原
武
太
夫
が
「
奈
良
柴
」（
明
和
四
年
）
の
中

で
「
芝
居
な
と
の
賑
や
か
に
繁
昌
な
る
場
に
て
は
、
三
下
り
の
調
子
甚
嫌
ひ
た

る
事
也
、
故
い
か
ん
と
い
ふ
に
、
本
調
子
二
上
り
と
違
ひ
て
、
三
下
り
は
恨
ね

た
む
吟
に
し
て
、
こ
ん
く
わ
い
猫
抔
の
類
、
皆
々
此
類
ひ
三
下
り

20
）

也
」
と
述
べ

『
落
葉
集
』
と
絵
入
狂
言
本
に
み
る
芝
居
歌

（

）
三



て
い
る
が
、
元
禄
期
の
上
方
の
芝
居
に
お
け
る
三
下
り
の
使
い
方
に
は
、
確
か

に
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
二
上
り
は
決
し
て
賑
や
か
な
場
面

ば
か
り
で
は
な
く
、
怨
霊
事
の
演
出
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注

目
さ
れ
る
（「
関
東
小
六
青
葉
」「
傾
城
浅
間
嶽
」
な

21
）

ど
）。
一
方
、
怨
霊
事
に
本

調
子
が
使
わ
れ
る
例
は
少
な
い
。「
そ
の
他
」に
分
類
し
た
も
の
に
は
、
途
中
調

子
の
変
わ
る
曲
や
、
鼓
歌
、「
一
上
り

本
調
子

22
）

」
の
曲
な
ど
些
か
演
出
が
凝
ら
れ
た
も
の
も

見
ら
れ
る
。
歌
詞
を
見
る
と
詞
章
の
長
さ
は
長
短
様
々
で
、
詞
型
は
整
わ
な
い

が
七
五
調
を
基
本
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
二
上
り
怨
霊
事
の
一
例
と
し
て
、
大

和
屋
甚
兵
衛
、
芳
沢
あ
や
め
の
「
傾
城
善
の
綱
」
を
挙

23
）

げ
る
。

二
上
り

筒
井
筒
〳
〵
の
水
は
に
ご
ら
ね
ど

か
は
せ
し
人
は
お
ほ
ろ
月

入
る
か
た

も
な
き
わ
が
思
ひ

た
ゞ
か
は
ら
じ
と
一
す
じ
に

ね
て
も
さ
め
て
も
い
と

し
さ
の

あ
ま
り
て
も
れ
て
に
く
ふ
な
る

墨
と
す
ゝ
り
は
こ
い
な
か
な
れ

ど

人
が
水
さ
し
や
う
す
く
な
る

し
ん
き
へ
し
ん
き
〳
〵

水
さ
し
や
人

が
〳
〵
が
水
さ
し
や
う
す
く
な
る

し
ん
き
へ

其
一
念
の
つ
き
そ
ひ
て

影
に
た
ゝ
ず
み
あ
ゝ
日
な
た
に
お
ほ
い

く
る
〳
〵
く
る
〳
〵
〳
〵
〳
〵
と

く
る
し
き
む
ね
の
ほ
む
ら
の
火

わ
き
く
る
水
に
の
ふ
き
へ
も
せ
ず

か
す

か
に
へ
だ
つ
あ
さ
ま
し
や

す
こ
し
は
そ
れ
と
思
ひ
し
れ

足
も
と
は
よ
ろ

〳
〵
よ
ろ
〳
〵
〳
〵
と

よ
は
り
は
て
た
る
つ
る
べ
の
し
ず
く

落
て
か
た

ち
は
な
か
り
け
り

こ
の
よ
う
に
、
芝
居
（
地
芸
）
で
使
わ
れ
た
曲
に
は
三
調
子
が
見
ら
れ
、
怨

霊
事
に
は
二
上
り
か
三
下
り
、
道
行
に
は
本
調
子
と
演
出
の
必
要
に
応
じ
て
調

子
が
選
択
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
『
落
葉
集
』
第
巻
之
二
の
挿
絵
に
は
囃
子
方
は
描
か
れ
な
い
が
、『
松
の

落
葉
』
巻
第
六
に
は
、
囃
子
方
（
唄
・
三
味
線
・
小
鼓
・
大
鼓
各
一
名
）
が
舞

台
後
方
に
並
ぶ
挿
絵
が
あ
る
。
芝
居
（
地
芸
）
の
場
面
で
は
、
時
に
囃
子
方
は

舞
台
上
で
演
奏
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
二
）
第
巻
之
三

こ
の
「
中
興
当
流
丹
前
出
端
」
に
は
十
九
曲
が
役
者
名
と
と
も
に
並
ぶ
。
出

端
は
揚
幕
か
ら
人
物
が
登
場
す
る
際
の
橋
掛
り
に
お
け
る
特
定
の
演
出
様
式
な

い
し
技
芸
を
指
し
、
出
端
の
芸
そ
の
も
の
が
役
者
の
批
評
の
対
象
と
な

24
）

っ
た
。

六
法
や
丹
前
も
同
義
で
、歩
く
様
式
が
舞
踊
化
さ
れ
た
も
の
と

25
）

す
る
。『
落
葉
集
』

に
お
い
て
、
丹
前
出
端
の
歌
が
他
の
芝
居
歌
と
は
別
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
自
体
が
、
特
別
な
演
出
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
物

26
）

語
る
。

出
端
に
は
謡
や
浄
瑠
璃
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
（
注
24
）、『
落

葉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
十
九
曲
は
浄
瑠
璃
で
は
な
く
小
歌
だ
っ
た
も
の
と

想
像
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
そ
の
調
弦
の
大
半
が
、
浄
瑠
璃
で
基
本
と
さ
れ
る

本
調
子
で
は
な
く
二
上
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
三
下
り
や
途
中
で
調
子
変
え
を
す

る
曲
は
な
い
。

本
調
子

東
妻
道
之
記
出
端

二
上
り

福
神
出
端

藤
内
だ
ん
じ
り
出
端

右
出
端
の
跡
遠
目
金

八
幡

（

）
四
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詣
出
端

難
波

津
壺
論

梅
揃
石
切

恋
の
風
流

山
崎
か
よ

ひ

成
相

祭
文

市
野
屋

狐
会
出
端

曽
我
五
郎

京
之
名

所

若
松
風
流

浜
川
風
流

そ
の
他

椀
久
出
端
（
一
上

27
）

り
）

関
東
小
六
（
端
歌
｜
二
上
り
）

郡
司
も
指
摘
す
る
が
、
丹
前
出
端
に
は
二
上
り
の
歌
で
演
出
す
る
と
い
う
様
式

が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
丹
前
出
端
は
歌
詞
に
も
特
徴
が
あ
る
。
繰
り
返
し
詞
、
擬
音
語
や
擬

態
語
、
囃
子
詞
が
目
立
つ
。
た
と
え
ば
大
和
屋
甚
兵
衛
に
よ
る「
難
波
津
壺
論
」

は
途
中
、
以
下
の
よ
う
な
歌
詞
が
見
ら
れ
る
。

お
ど
れ
〳
〵
爰
な
子
お
ど
り
出
せ

見
事
て
ん
手
び
や
う
し
も
そ
ろ
〳
〵
た

〳
〵

そ
ろ
た
〳
〵
そ
ろ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
月
の
ゑ
が
ほ
の
て
つ
た
り
や

も

み
ぢ
が
さ

そ
り
や
か
ゞ
か
さ
よ
〳
〵

し
ん
き
し
の
竹
ね
さ
ゝ
に
あ
ら
れ

は
ら
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵

落
ち
て
み
だ
れ
て
夜
ご
と
に
か
よ
へ
さ

さ
ま

が
ふ
り
た
す
形
ふ
り
み
れ
ば

さ
て
も
そ
な
た
は
い
と
し
ゆ
て
な
ら
ぬ

さ

て
も
そ
な
た
は
い
つ
も
ど
ゞ
ん
ど

ど
つ
こ
い
ど
ゞ
ん
ど

と
つ
こ
い
ど
ゞ

ん
ど

と
ん
ど
ゞ
ご
さ
れ

ゑ
い
さ
つ
さ
〳
〵

ゑ
い
さ
〳
〵
さ
ら

〳
〵
〳
〵
〳
〵
ゑ
い
さ
つ
さ
ご
ざ
れ

ど
ん
ど
ゝ
う
て
ば
ひ
ゞ
く
へ
…（
略
）

郡
司
の
言
う
「
出
端
の
華
や
か
さ
」
が
詞
章
に
充
満
し
て
い
る
。
出
端
に
は

名
告
や
呼
び
出
し
、
ほ
め
言
葉
な
ど
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、
役
者
の
登
場
を
明
る

く
賑
や
か
に
演
出
し
た
。
歌
は
役
者
自
ら
が
歌
い
な
が
ら
登
場
す
る
の
を
古
型

と
す
る
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
次
第
に
小
歌
方
に
ま
か
せ
、
役
者
は
所
作
に

専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

28
）

し
い
。『
落
葉
集
』の
曲
名
下
に
は
、
多
門
庄
左
衛

門
、
嵐
三
右
衛
門
、
中
村
七
三
郎
、
大
和
屋
甚
兵
衛
な
ど
、
当
時
六
法
・
丹
前

の
名
手
と
知
ら
れ
る
役
者
が
並
ぶ
。

『
落
葉
集
』第
巻
之
三
に
は
丹
前
出
端
の
舞
台
面
を
描
い
た
挿
絵
が
あ
る
。
役

者
二
人
が
左
手
左
足
を
上
げ
、
ナ
ン
バ
振
り
を
見
せ
る
が
、
後
方
に
唄
・
三
味

線
・
鳴
物
（
小
鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
）
の
囃
子
方
が
描
か
れ
て
い
る
。
丹
前
出
端

の
際
、囃
子
方
は
舞
台
に
出
て
演
奏
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

享
保
十
九
年
正
月
刊
の
役
者
評
判
記
『
役
者
三
津
物
』
に
は
「
六
法
の
内
皆
所

作
事
に
仕
立
。
出
端
も
次
第
か
神
楽
つ
し
ま
。
三
味
線
も
手
替
り
を
引
掛
け
。

鳴
物
に
の
つ
て
出
れ
ば
。
見
物
の
心
も
う
き
た
ち
。」と
あ

29
）

っ
て
、
出
端
は
し
ば

し
ば
鳴
物
を
交
え
た
明
る
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
所
作
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
巻
第
四

こ
こ
に
は
「
古
来
中
興
当
流
踊
哥
百
番
」
が
収
録
さ
れ
る
。
短
い
歌
詞
の
歌

が
多
く
、
擬
音
語
・
擬
態
語
の
類
、
掛
け
声
な
ど
を
含
む
も
の
が
多
い
。
一
例

を
挙
げ
る
。

糸
屋
娘
踊

二
上
り

本
町
弐
丁
め
を
と
ん
〳
〵
と
ん
〳
〵
と
こ
と
ん

と
こ
と
ん
〳
〵
と
ん
と
こ

と
ん
〳
〵
と
ほ
り
と
ふ
は
な
い
が

糸
や
娘
は
廿
一
は
た
ち

や
つ
し
つ
し

（

）
五

『
落
葉
集
』
と
絵
入
狂
言
本
に
み
る
芝
居
歌



〳
〵

姉
に
の
そ
み
は
す
こ
し
も
な
い
か

妹
見
る
目
は
し
ん
と
ろ
〳
〵
と

ん
と

お
や
を
見
る
目
は
さ
る
ま
な
こ
へ

さ
る
〳
〵
さ
る
〳
〵

さ
る

〳
〵
さ
る
ま
な
こ
へ

〽
姉
に
の
ぞ
み

返
し

最
後
に
「
返
し
」
と
あ
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
が
で

き
た
。
以
下
に
調
子
の
記
載
の
な
い
「
春
駒
踊
」「
荒
木
弓
踊
」「
拙
僧
踊
」
を

除
く
、
全
九
十
七
番
の
踊
歌
を
調
子
ご
と
掲
げ
る
。

本
調
子

山
崎
与
次
兵

30
）

衛
踊

君
ち
り
お
ど
り

伽
羅
之
板
橋
踊

い
せ
き

踊

先
陣
宇
治
川
踊

岡
山
通
踊

ぞ
ん
ぞ
り
こ
踊

牛
ま
ど
踊

美
濃
国
て
し
や
こ
踊

ど
ふ
ら
く
踊

二
上
り

こ
ん
ぎ
や
ら
踊

天
満
で
づ
る
坊
踊

お
し
も
踊

ご
ん
ご
り
踊

御
座
う
つ
踊

与
作
踊

都
米
介
踊

馬
士
踊

さ
ん
が
ら
か
踊

安
辺
川
紙
子
踊

ち
ゆ
つ
ち
ゆ
ら
踊

づ
ん
が
ら
も
ん
が
ら
踊

晒
売
踊

難
波
長
吉
踊

一
番

31
）

鶏
踊

棟
上
踊

源
五
兵
衛
踊

長
刀
踊

小
野
村
彦
惣
踊

三
弥
土
手
路
踊

お
先
鈍
助
踊

福

之
田
踊

大
小
見
踊

下
六
藤
六
踊

丸
福
頭
巾
踊

福
助
買
初

踊

有
卦
初
踊

順
礼
踊

次
郎
官
者
踊

さ
い
鳥
さ
し
踊

卯

の
葉
重
踊

八
重
垣
踊

文
ま
け
孫
左
踊

髪
結
小
五
郎
踊

傘

踊

新
庄
の
や
踊

揚
弓
踊

な
ん
ほ
ゝ
踊

竹
馬
踊

白
樫
踊

舟
指
踊

七
つ
道
具
踊

繁
昌
之
市
踊

山
之
手
奴
踊

早
咲
梅

踊

菅
笠
踊

権
之
助
踊

金
山
ま
ぶ
踊

馬
場
先
踊

杣
山
踊

し
と
ゝ
ん
踊

四
季
花
笠
踊

櫓
拍
子
踊

釣
舟
踊

三
番
双
踊

地
福
踊

君
は
し
ん
ぞ
踊

し
て
て
ん
奴
踊

世
継
踊

糸
屋
娘

踊

珍
内
花
笠
踊

三
国
玉
屋
踊

弥
之
介
踊

唐
人
踊

ゑ
し

ま
踊

暦
踊

但
馬
小
女
郎

も
ん
つ
く
つ
踊

都
の
町
青
物
踊

堺
の
浜
踊

梅
の
木
踊

手
合
相
撲
踊

藤
内
太
郎
官
者
踊

蟹

川
踊

し
ゆ
ん
ぜ
う
坊
踊

伊
勢
み
や
め
ぐ
り
踊

菖
蒲
刈
踊

芋
之
子
踊

小
川
踊

て
い
こ
や
踊

ほ
い
〳
〵
踊

の
ん
や

ほ
ゝ
踊

二
木
踊

ま
ん
丸
踊

今
度
屋
踊

ふ
く
と
ん
踊

さ
ゝ
ら
踊

二
上
り
が
八
十
七
曲
、
本
調
子
が
十
曲
で
、
二
上
り
が
と
り
わ
け
て

32
）

多
い
。
三

下
り
曲
は
な
い
。
ま
た
短
い
踊
歌
に
調
子
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
収

載
さ
れ
た
踊
歌
は
、
地
芸
の
中
に
て
踊
ら
れ
た
も
の
と
一
日
の
最
後
に
一
座
総

出
で
踊
ら
れ
た
大
踊
（
総
踊
）
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
大
踊
で
は
切
の
筋
書

に
開
帳
や
縁
起
を
当
て
込
む
こ
と
で
、
仏
法
繁
昌
や
国
土
安
穏
を
願
う
趣
向
の

も
の
が
多
い
と
さ

33
）

れ
る
が
、
こ
う
し
た
踊
歌
に
は
二
上
り
を
用
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
こ
こ
に
収
載
さ
れ
た
曲
数
は
『
落
葉
集
』
全

巻
を
通
じ
て
最
も
多
い
。
踊
歌
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
も
注

目
す
べ
き
と
思
わ

34
）

れ
る
。

巻
第
四
に
も
挿
絵
が
三
枚
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
枚
が
舞
台
面
を
描
い
て
お

り
、
役
者
四
名
の
後
方
に
四
名
の
囃
子
方
が
並
ぶ
（
唄
・
三
味
線
各
二
名
）。
踊

歌
の
際
、
囃
子
方
も
舞
台
に
出
て
演
奏
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

35
）

れ
る
。

（
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（
四
）
第
巻
之
五

こ
こ
に
は
「
元
禄
十
六
年
未
之
年
祇
園
町
踊
之
唱
哥
」
二
十
七
曲
と
「
都
音

頭
取
作
者
附
」九
曲
が
収
載
さ
れ
る
。
前
者
の
奥
書
に
は「
右
此
踊
の
初
り
は

京
の
東
祇
園
辺
に
去ル
法
師
の
あ
り

其
身
の
以テ
思
量ヲ
在リ
楽ム
心

初
秋
に
友

を
か
た
ら
い
て
踊
を
は
し
む

凡
元
禄
十
六
年
迄ニ
及フ
四
十
七
八
年ニ
云
々
」
と

あ
り
、
元
禄
十
六
年
の
時
点
で
五
十
年
近
く
祇
園
界
隈
で
盆
踊
が
行
わ
れ
、
そ

の
曲
が
収
載
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
男
踊
」「
女
踊
」「
男
女
入
込
」の
別
が

あ
り
、
多
く
は
本
来
芝
居
小
屋
外
由
来
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
中
に
は
京
坂

の
芝
居
小
屋
に
て
上
演
さ
れ
た
ら
し
い
曲
も
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
手
ま

り
女
お
と
り
」
は
「
音
羽
座
ニ
有
」
と
あ
っ
て
京
の
音
羽
次
郎
三
郎
座
、「
文
七

女
踊
」「
殺
生
石
女
踊
」
は
山
下
半
左
衛
門
座
、「
鑓
之
団
介
男
踊
」
は
都
万
太

夫
座
、「
三
の
車
女
踊
」「
難
波
の
梅
女
踊
」「
福
太
郎
お
と
く
踊
男
女
入
込
」は

早
雲
長
太
夫
座
に
、「
御
へ
い
女
お
ど
り
」「
樽
踊
男
女
入
込
」
は
大
坂
の
伊
藤

出
羽
掾
座
（
人
形
芝
居
）
に
て
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
出
羽
掾
座
を

除
く
七
曲
を
調
子
別
に
挙
げ
る
と
、

二
上
り

手
ま
り
女
お
と
り

鑓
之
団
介
男
踊

難
波
の
梅
女
踊

福
太
郎

お
と
く
踊
男
女
入
込

三
下
り

文
七
女
踊

三
の
車
女
踊

そ
の
他

殺
生
石
女
踊
（
二
上
り哥

｜
哥
）

と
二
上
り
の
曲
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
先
の
踊
歌
百
番
と
合
わ
せ
る
と
、
元
禄

期
の
踊
歌
は
基
本
的
に
二
上
り
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
小
括

以
上
、『
落
葉
集
』の
対
象
と
す
る
巻
の
調
弦
の
分
析
か
ら
は
、
以
下
の
諸
点

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
ず
『
落
葉
集
』
の
巻
構
成
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
元
禄
期
の
芝
居
歌
は
使
用
場
面
や
機
能
ご
と
に
分
類
さ
れ
る
性
格
の
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
、
芝
居
（
地
芸
）
に
用
い
ら
れ
た
歌
に
は
本
調
子
・
二
上
り
・

三
下
り
の
三
調
子
が
あ
り
、
道
行
は
本
調
子
、
怨
霊
事
に
は
二
上
り
や
三
下
り

な
ど
芝
居
の
演
出
の
必
要
に
応
じ
て
各
調
子
が
選
択
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
丹
前
出
端
や
踊
歌
に
は
多
く
二
上
り
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
途
中
で
調
子

の
変
わ
ら
な
い
曲
が
大
半
だ
が
、
地
芸
に
用
い
ら
れ
た
曲
で
は
調
弦
変
え
を
す

る
曲
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

『
落
葉
集
』の
各
巻
と
調
弦
の
関
係
を
改
め
て
整
理
し
た
も
の
が
、「『
落
葉
集
』

の
芝
居
歌
の
調
弦
」
で
あ
る
（
次
頁
表
参
照
）。『
落
葉
集
』
の
う
ち
、
歌
舞
伎

に
用
い
ら
れ
、
調
子
が
明
記
さ
れ
た
一
四
八
曲
中
、
二
上
り
は
一
二
〇
曲
で
八

割
を
超
え
る
。
一
方
、
本
調
子
は
二
十
曲
、
三
下
り
は
八
曲
と
少
な
い
。
元
禄

期
の
上
方
歌
舞
伎
の
芝
居
歌
は
二
上
り
が
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
期
の
芝
居
歌
に
み
る
上
方
歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
は
、
調

弦
の
上
で
明
ら
か
に
定
型
と
呼
べ
る
も
の
が
あ
り
、
使
用
場
面
に
応
じ
て
意
識

的
に
調
子
の
選
択
が
行
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
出
端
と
踊
歌
に
は
二
上
り
、

地
芸
に
は
三
種
の
調
子
を
充
て
、
三
味
線
の
調
子
に
よ
っ
て
巧
妙
に
音
楽
的
な

構
築
が
な
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
パ
タ
ー
ン
が
も
た
ら
し

（

）
七

『
落
葉
集
』
と
絵
入
狂
言
本
に
み
る
芝
居
歌



た
調
子
の
気
分
や
雰
囲
気
、
選
択
的
な
使
用
は
、
後
世
の
舞
踊
曲
や
黒
御
簾
の

音
楽
な
ど
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

36
）

る
が
、
そ
の
具
体
的
な

検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
、
次
に
『
落
葉
集
』
と
絵
入
狂
言
本
の
照
合
に
移
り

た
い
。

二

絵
入
狂
言
本
と
の
照
合

『
落
葉
集
』
が
『
松
の
葉
』
の
続
編
と
し
て
出
版
さ
れ
た
歌
謡
書
と
い
う
性
格

を
持
つ
の
に
対
し
、
絵
入
狂
言
本
は
演
目
ご
と
特
定
の
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
た

歌
舞
伎
興
行
の
関
連
史
料
に

37
）

な
る
。
歌
舞
伎
狂
言
の
梗
概
を
物
語
風
に
記
し
た

絵
入
狂
言
本
は
、
並
本
と
呼
ば
れ
る
通
常
の
狂
言
本
と
、
せ
り
ふ
や
小
歌
、
芸

評
な
ど
の
演
出
に
詳
し
い
上
本
の
二
種
が
あ
り
、
小
歌
の
歌
詞
は
上
本
に
よ
っ

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
先
に
見
て
き
た
『
落
葉
集
』
の
芝
居
歌

が
実
際
ど
の
場
面
に
て
用
い
ら
れ
た
か
を
、
絵
入
狂
言
本
と
対
応
さ
せ
な
が
ら

見
て
ゆ
き
た
い
。
両
者
の
照
合
が
可
能
な
作
品
を
掲
げ
る
と
、

元
禄
六
年
カ
京
村
山
座
「
丹
波
与
作
手
綱
帯
」
…
「
与
作
踊
」（
巻
第
四
）

元
禄
六
年
十
一
月
京
都
万
太
夫
座
「
武
道
ノ
達
者
」
…
「
さ
し
鳥
刺
踊
」（
巻

第
四
）

元
禄
十
年
三
の
替
京
都
万
太
夫
座
「
百
夜
小
町
切
夕
霧
七
年
忌
」
…
「
与
作

踊
」（
巻
第
四
）

○
元
禄
十
一
年
正
月
京
早
雲
座
「
傾
城
浅
間
嶽
」
…
「
傾
城
浅
間
嶽
」（
第
巻
之

二
）

○
元
禄
十
一
年
五
月
三
の
替
京
早
雲
座
「
関
東
小
六
今
様
姿
」
…
「
関
東
小
六

青
葉
」「
同
小
六
自
然
居
士
」（
第
巻
之
二
）、「
関
東
小
六
」（
第
巻
之
三
）

○
元
禄
十
二
年
正
月
京
都
万
太
夫
座
「
傾
城
仏
の
原
」
…
「
傾
城
仏
の
原
」（
第

巻
之
二
）、「
乱
髪
」（『
松
の
葉
』
第
三
巻
）

○
元
禄
十
二
年
十
一
月
京
亀
屋
座
「
京
ひ
な
が
た
」
…
「
京
之
名
所
」（
第
巻
之

『
落
葉
集
』
の
芝
居
歌
の
調
弦
（
数
字
は
曲
数
）

巻
次

本
調
子

二
上
り

三
下
り

備
考

第
巻
之
二

中
興
当
流
所
作
目
録

9

13

6

地
芸
（
怨
霊
事
な
ど
）

第
巻
之
三

中
興
当
流
丹
前
出
端
目
録

1

16

な
し

丹
前
出
端
六
法

巻
第
四

古
来
中
興
当
流
踊
哥
百
番
目
録

10

87

な
し

大
踊
総
踊

第
巻
之
五

元
禄
十
六
年
未
之
年
祇
園
町
踊
之
唱
哥
目
録

都
音
頭
取
作
者
附
目
録

な
し

4

2

大
踊
総
踊

※
調
子
の
記
載
の
な
い
曲
、
途
中
調
子
の
変
化
の
あ
る
曲
等
を
除
く

（

）
八

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要

第
41
集



三
）、「
大
小
見
踊
」（
巻
第
四
）

元
禄
十
二
年
京
布
袋
屋
座「
け
い
せ
い
花
筏
」…「
傾
城
花
筏
」（
第
巻
之
二
）、

「
伊
勢
之
櫛
田
」（
第
巻
之
七
）、「
几
帳
」（『
松
の
葉
』
第
四
巻
）

元
禄
十
三
年
正
月
二
の
替
京
早
雲
座
「
傾
城
善
の
綱
」
…
「
傾
城
善
の
綱
」

（
第
巻
之
二
）

元
禄
十
四
年
十
一
月
京
都
万
太
夫
座
「
新
小
町
栄
花
車
」
…
「
君
は
し
ん
ぞ

踊
」（
巻
第
四
）

元
禄
十
六
年
二
の
替
京
早
雲
座
「
傾
城
三
つ
の
車
」
…
「
三
ツ
の
車
」（
第
巻

之
二
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
傾
城
浅
間
嶽
」「
傾
城
仏
の
原
」
と
い
っ
た
元
禄
歌
舞

伎
を
代
表
す
る
作
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
元
禄
十
七
年
刊
の
『
落
葉
集
』
以
前

に
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
作
品
が
並
ぶ
。

元
禄
期
の
絵
入
狂
言
本
の
史
料
研
究
や
作
品
研
究
の
蓄
積
は
厚
く
、
演
劇
研

究
者
ら
に
よ
り
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
上
記
の
作
品
の
中
か

ら
、
以
下
四
作
品（「
傾
城
浅
間
嶽
」「
関
東
小
六
今
様
姿
」「
傾
城
仏
の
原
」「
京

ひ
な
が
た
」）
の
絵
入
狂
言
本
の
各
場
面
に
触
れ
な
が
ら
『
落
葉
集
』
と
の
照
合

を
行
い
、
実
際
の
芝
居
の
中
で
の
音
楽
的
効
果
を
確
認
し
て
み
た
い
。

（
一
）
元
禄
十
一
年
正
月
京
早
雲
長
太
夫
座
「
傾
城
浅
間

38
）

嶽
」

こ
の
作
は
黒
木
勘
蔵
に
よ
れ
ば
「
当
代
名
作
の
随
一
」
と
さ
れ
、
元
禄
期
の

様
々
な
形
式
や
趣
向
、
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と

39
）

い
う
。
ま
た
そ
の
書
き

換
え
も
甚
だ

40
）

多
く
、
怨
霊
事
の
典
型
を
作
っ
た
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。
小
歌

は
絵
入
狂
言
本
の
「
上
」
に
三
箇
所
見
出
せ
る
。

①
小
う
た

け
ふ
と
く
ら
せ
し

.

あ
す
か
の
川
の

.

な
ふ
さ
て

.

い
く
よ
な
ん
〳
〵

.
な
じ
み
も
か
は
れ
ば
替
る
よ
の

.

あ
さ
わ
か
れ
と

.

う
た
へ
ば

.

ろ
じ
の
戸

を
あ
け
つ
ぼ
ね
こ
し
も
と
立
出

.

②
小
う
た

と
ふ
た
も
つ
て
う
れ
し
や
な

.

と
は
れ
て
今
の
は
づ
か
し
や

.

う
き
名
に

も
か
へ
身
に
か
へ
て

.

い
と
し
き
殿
の
い
と
し
ぼ
く

.

た
ん
と
心
を
つ
く
し

た
は
い
の

.

③
又
か
た
ち
あ
ら
は
れ
出

.

小
哥
二
上
り

う
ら
み
も
恋
も
の
こ
り
ね
と

.

も
し
や
心
の
か

は
り
や
せ
ん
と

.

思
ふ
う
た
が
ひ
は
ら
さ
ん
た
め
の
せ
い
し
を
ば

.

な
ぜ
に

け
ふ
り
と
な
し
給
ふ

.

う
ら
め
し
や

相
ノ
手

.

む
ね
の
ほ
む
ら
は
夜
に
三
度

.

こ
ち

の
思
ひ
は
日
に
三
度

.

け
ふ
り
く
ら
べ
ん
あ
さ
ま
山

.

あ
れ
ご
ら
ん
ぜ
よ
あ

さ
ま
し
や

ノ
手

.

じ
や
ゐ
ん
の
あ
つ
き
は
身
を
せ
め
て

.

な
ふ
つ
る
ぎ
の
山
の
う

へ
に

.

恋
し
き
人
は
み
へ
た
り

.

う
れ
し
や
と
て
よ
ぢ
の
ぼ
れ
ば

.

思
ひ
は

む
ね
を
く
だ
く

.

こ
は
そ
も
い
か
に
お
そ
ろ
し
や

.

花
の
姿
も
よ
は

〳
〵
〳
〵
と
か
し
こ
に
立

.

ゆ
か
ん
と
す
れ
ば
こ
ゝ
に
き
へ

.

有
か
な
き
か

の
春
の
夜
の

.

お
ほ
ろ
月
夜
に
は
か
な
く
も

.

き
へ
て
か
た
ち
は
な
か
り
け

り

.

（

）
九

『
落
葉
集
』
と
絵
入
狂
言
本
に
み
る
芝
居
歌



初
め
の
小
歌
は
劇
中
歌
と
も
言
う
べ
き
場
面
で
歌
わ
れ
た
も
の
で
、『
落
葉

集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
松
の
葉
』
第
三
巻
端
歌
の
「
飛
鳥
川
」
と
関
係
が

あ
る
よ
う
に
類
推
さ
れ
、
当
時
流
行
り
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
の
二
つ
は
、

小
笹
巴
之
丞
（
中
村
七
三
郎
）
許
嫁
音
羽
の
前
（
山
本
歌
門
）
の
閑
居
に
て
、

巴
之
丞
が
浅
間
開
帳
の
護
符
（
実
は
起
請
）
を
火
鉢
へ
焼
き
捨
て
た
と
こ
ろ
、

傾
城
奥
州
（
岩
井
左
源
太
）
の
霊
が
現
れ
歌
っ
た
歌
で
、
怨
霊
事
の
部
分
に
あ

た
る
。
と
く
に
後
者
は
、
絵
入
狂
言
本
に
「
小
哥
二
上
り
」
の
指
定
が
あ
る
が
、

『
落
葉
集
』
第
巻
之
二
「
傾
城
浅
間
嶽
」
に
も
二
上
り
の
同
様
の
詞
章
が
あ
り

（
点
線
部
）、
一
致
す
る
。
巴
之
丞
へ
の
恨
み
の
一
念
を
歌
う
箇
所
で
、
二
上
り

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

41
）

か
る
。
ま
た
、
絵
入
狂
言
本
の
方
に
は
「
相
ノ

手
」
の
表
記
も
見
ら
れ
、
音
楽
情
報
を
補
足
す
る
。

松
崎
仁
に
よ
れ
ば
、
怨
霊
事
の
う
ち
主
情
的
な
部
分
は
役
者
自
身
が
歌
い
、

責
め
の
場
面
は
小
歌
方
が
歌
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

42
）

す
る
。
と
く
に
責
め
の
場

面
は
三
人
称
の
叙
事
的
な
詞
章
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
「
傾
城
浅
間

嶽
」
の
③
の
小
歌
を
見
る
と
、
前
半
の
「
恋
し
き
人
は
み
へ
た
り

.

う
れ
し
や
」

ま
で
は
奥
州
が
恨
み
の
心
情
を
吐
露
し
、
続
く
「
と
て
よ
ぢ
の
ぼ
れ
ば

.

」
以
降

は
奥
州
の
消
え
る
場
面
を
叙
事
的
に
伝
え
る
。
奥
州
役
の
岩
井
左
源
太
は
「
歌

の
成
る
役
者
」（
松
崎
）で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
小
歌
は
前
半
は
役
者
、
後
半
は

小
歌
方
が
歌
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
元
禄
十
一
年
五
月
三
の
替
京
早
雲
長
太
夫
座
「
関
東
小
六
今
様

43
）

姿
」

関
東
小
六
は
当
時
小
歌
の
名
人
と
し
て
知
ら
れ
た
実
在
の
人
物
で
あ
る
。
小

六
節
の
祖
と
も
言
わ
れ
、
様
々
な
伝
説
が
絡
み
、
古
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
に
関
東

小
六
物
が
誕
生
し
た
。
本
作
は
そ
の
一
で
、
関
東
小
六
に
京
初
上
り
の
初
代
中

村
七
三
郎
、
姉
高
根
の
前
に
芳
沢
あ
や
め
、
妹
青
葉
の
前
に
山
本
歌
門
と
い
う

顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。
小
歌
に
関
係
し
た
箇
所
は
三
箇
所
あ
る
。
一
つ
め
は
「
第

一
」
の
場
面
で
、
小
六
の
最
初
の
出
に
、

①
哥
に
う
た
ひ
ま
す
る
は

.

小
六
つ
い
た
る
竹
の
つ
ゑ

.

も
と
は
尺
八

.

中

は
ふ
ゑ

.

す
へ
は
女
郎
衆
の
し
か
の
ふ
ゑ
と
申
ま
す
れ
ば

.

ふ
ゑ
を
御
か
け

な
さ
れ
ま
す
は
聞
へ
ま
し
た

.

と
狂
言
本
に
あ
る
。
こ
の
点
線
部
が
次
に
掲
げ
る
『
落
葉
集
』
第
巻
之
三
「
関

東
小
六
」
の
一
部
と
共
通
す
る
。

①
端

哥

ね
や
の
戸
〳
〵

扇
車
の
ゑ
い
ゑ
い
く
る
〳
〵
〳
〵
と

め
ぐ
り
あ
ふ
せ

の
波
ま
く
ら

さ
ん
や
れ

〽
二
上
り

小
六
つ
い
た
る
竹
の
杖

小
六

も
と
は
尺

八
中
は
笛

小
六

末
は
女
郎
衆
の
や
つ
こ
り
や
つ
ま
か
ふ
鹿
の
筆

い
と

し
君
さ
ま
と
ね
た
る
夜
は

小
六

寺
々
の
ほ
ろ
り
ん
〳
〵

大
鳥
小
と
り

の
羽
ふ
し
を
た
ゝ
い
て

ぼ
と
〳
〵
〳
〵
〳
〵
ふ
ら
〳
〵
さ
が
り
の
ば
ん
太

郎
お
や
じ
が

し
て
ゝ
ん
太
鼓
の
ゝ
ほ
ん
ほ
ゝ

さ
ま
の
俤
わ
す
ら
り
よ
か

ど
こ
で
み
た

ぞ
つ
と
し
た
と
よ
へ
い
〳
〵

君
は
は
る
さ
く
梅
の
花
じ
や

が
と
よ
へ
い
〳
〵

き
み
は
は
る
さ
く
梅
の
は
な
じ
や
が
と
よ
ゑ
い

か
を

り
床
し
き
な
り
ふ
り
は

あ
り
や
ゝ
こ
り
や
ゝ
ゑ
い
〳
〵

さ
つ
さ
ゑ
い
さ

（

）
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つ
さ

さ
つ
さ
ふ
り
袖
床
し
な
つ
か
し
（『
落
葉
集
』）

『
落
葉
集
』
と
の
照
合
か
ら
、
絵
入
狂
言
本
の
該
当
箇
所
は
二
上
り
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。

次
は
「
第
二
」
の
場
面
で
、
高
根
の
前
が
病
と
な
り
、
恋
人
の
小
六
が
妹
の

青
葉
の
前
と
夫
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
の
を
見
て
自
ら
の
眼
を
つ
ぶ
す
。
小
六
は

出
家
し
て
去
り
、
青
葉
は
身
を
売
っ
て
姉
を
助
け
よ
う
と
大
津
の
浜
辺
か
ら
船

で
連
れ
て
行
か
れ
る
。
そ
の
時
の
姉
高
根
の
嘆
き
の
場
面
で
歌
わ
れ
た
歌
が
、

『
落
葉
集
』
第
巻
之
二
「
関
東
小
六
青
葉
」
に
見
え
る
。

②
三
下
り

こ
は
な
さ
け
な
き
し
わ
ざ
か
な

さ
の
み
人
に
は
つ
ら
か
り
そ

か
な
し

み
の
な
ん
だ
ま
な
こ
に
さ
へ
ぎ
り

に
し
も
ひ
が
し
も
白
な
み
の

よ
る
べ

さ
だ
め
ぬ
哥
か
た
の

い
つ
そ
あ
わ
と
も
き
え
も
せ
で

こ
が
れ
こ
が
る
ゝ

身
の
行
衛

青
葉
〳
〵
と
よ
べ
ど
も
は
ま
の

浜
の
松
か
ぜ
音
ば
か
り

松

風
浜
の

〳
〵
ま
つ
か
ぜ
音
ば
か
り

そ
よ
と
ば
か
り
の
た
よ
り
も
が
な
と

う
ら
み
な
け
く
ぞ
あ
は
れ
な
る
（『
落
葉
集
』）

愁
嘆
場
に
三
下
り
が
用
い
ら
れ
て

44
）

い
る
。
絵
入
狂
言
本
の
該
当
箇
所
に
歌
詞
は

な
い
。

三
箇
所
め
は
そ
の
直
後
、
人
買
の
手
か
ら
青
葉
の
前
を
取
り
戻
す
た
め
に
小

六
入
道
が

を
す
り

鼓
を
打
つ
場
面
で
、
絵
入
狂
言
本
に
は
以
下
の
よ
う
に

あ
る
（﹇
﹈
は
翻
刻
本
に
拠
る
）。

③
十
太
夫
聞
然
ら
ば
か
へ
さ
ふ
程
に

.

さ
ゝ
ら
を
す
つ
て
み
せ
給
へ

.

心
へ

た
り

.

さ
ゝ
ら
の
こ
に
は
百
八
の
じ
ゆ
ず

.

さ
ゝ
ら
の
竹
に
は
翁
の
ほ
ね

.

お
つ
取
合
是
を
す
る

.

舟
に
か
つ
こ
が
有

.

是
を
う
つ
て
見
せ
給
へ

.

本
よ

り
つ
ゞ
み
は
波
の
お
と

.

よ
せ
て
は
岸
を
ど
う
ど
は
う
ち

﹇
天
﹈
く
も
ま

よ
ふ
な
る
神
の

.

と
ゞ
ろ
〳
〵
と
な
る
時
は

.

ふ
り
く
る
雨
は
は
ら
〳
〵
は

ら
と

.

を
ざ
ゝ
の
竹
の
さ
ゝ
ら
を
す
り

.

い
け
の
こ
ほ
り
の
ど
う
〳
〵
﹇
ど

う
と
又
打
ち

﹈
を
な
を
す
り

.

さ
ゝ
ら
よ
り
な
を
手
を
も
す
る
物

.

今
は

た
す
け
て
た
び
給
へ

.

点
線
部
は
、『
落
葉
集
』
第
巻
之
二
「
同
小
六
自
然
居
士
」
と
部
分
的
に
重
な
る
。

③
二
上
り

よ
せ
て
は
き
し
を
ど
ふ
と
は
打

あ
ま
ぐ
も
ま
よ
ふ
鳴
神
の

と
ゞ
ろ

〳
〵
と
な
る
と
き
は

を
ざ
ゝ
の
竹
の
さ
ゝ
ら
を
す
り

あ
な
た
へ
ざ
ら
り

こ
な
た
へ
ざ
ら
り

ざ
ら
り
〳
〵
さ
ら
〳
〵
ざ
つ
と

ふ
き
く
る
風
は
恋
か

ぜ
か

あ
だ
し
の
の
草
葉
に
を
け
る
露
の
身
な
れ
ど

身
な
れ
ど
是
も

こ

れ
も
か
り
な
る
世
の
つ
と
め

と
か
く
世
の
中
に
つ
ら
い
も
の
は
な
に
〳
〵

し
の
ぶ
妻
戸
に

つ
ま
ど
に
忍
ぶ

し
の
ぶ
つ
ま
ど
に
か
ね
の
こ
ゑ
よ
ん
の

禅
僧
の
こ
ひ
す
る
は

ま
づ
文
を
や
り
て
み
て

や
り
か
け
〳
〵
や
り
て
見

て

き
た
ろ
に

や
だ
い
て
も
ね
し
よ
ね

も
し
こ
ず
ば

あ
は
せ
の
か
た

づ
ま
か
た
袖
を
う
ち
し
い
て

此
う
ら
み
ね
に
も
ね
し
よ
ね

波
の
た
ち
ゐ

も
な
に
ゆ
へ
ぞ

か
り
な
る
宿
に
心
と
め
ず
ば
う
き
代
も
あ
ら
じ

わ
か
れ

ぢ
も
あ
ら
し
ふ
く

は
な
よ
も
み
ぢ
よ

月
雪
の
ふ
る
事
も
あ
ら
よ
し
な
や

（

）
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か
り
の
う
き
世
に
（『
落
葉
集
』）

こ
の
箇
所
は
能
「
自
然
居
士
」
の
翻
案
と
さ
れ

45
）

る
が
、
絵
入
狂
言
本
の
み
で
は

調
子
は
何
で
あ
っ
た
か
、
そ
も
そ
も
三
味
線
曲
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
不
明
の

と
こ
ろ
、『
落
葉
集
』に
該
当
箇
所
が
あ
る
た
め
、
二
上
り
の
三
味
線
の
曲
と
判

明
す
る
。

（
三
）
元
禄
十
二
年
正
月
京
都
万
太
夫
座
「
傾
城
仏
の

46
）

原
」

近
松
門
左
衛
門
作
で
著
名
な
こ
の
狂
言
の
「
上
」
に
は
、
二
箇
所
に
小
歌
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
怨
霊
事
の
部
分
に
当
た
る
。
ま
ず
、
奥
州
（
岩

井
左
源
太
）
が
身
請
け
さ
れ
て
住
む
屋
敷
に
文
蔵
が
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ

う
な
奥
州
の
歌
が
聴
こ
え
て
く
る
。

①
「
△こう
た

し
げ
き
思
ひ
は
秋
ぎ
り
の

.

あ
だ
な
た
つ
と
も
い
と
は
じ
の
よ
ひ

よ
り
ね
や
に
引
こ
も
り

.

ま
て
ど
く
ら
せ
ど
其
人
の

.

そ
よ
と
ば
か
り
の
を

と
づ
れ
も

.

は
や
九
つ
の
か
ね
が
な
る

.

扨
も
思
は
ぬ
さ
は
り
あ
り

.

こ
よ

ひ
の
あ
ふ
せ
は
や
れ
さ
て
か
な
は
ぬ
な

.

よ
し
〳
〵
か
こ
つ
も
や
ぼ
ら
し
や

.

い
つ
そ
ゆ
め
こ
そ
ま
ゝ
な
ら
め

.

ま
く
ら
ひ
と
つ
を
た
の
し
み
て

.

恋
し
ゆ

か
し
き
ね
や
の
中
」
と

.

う
た
を
う
た
へ
は
文
蔵
は

.

こ
の
小
歌
は
『
落
葉
集
』
に
は
掲
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
調
弦
も
定
か
で
な
い
。

こ
の
後
、
文
蔵
の
許
嫁
の
竹
姫
（
上
村
吉
三
郎
）
が
奥
州
の
屋
敷
へ
や
っ
て
き

て
、
奥
州
と
文
蔵
の
奪
い
合
い
に
な
る
。
奥
州
が
竹
姫
を
垣
の
外
へ
突
き
出
し

て
文
蔵
と
盃
を
交
わ
し
て
い
る
と
、
外
に
伏
し
た
竹
姫
の
一
念
が
盃
を
飲
ん
だ

奥
州
の
体
に
入
っ
て
、
竹
姫
の
身
ぶ
り
で
文
蔵
に
恨
み
を
述
べ
る
。
そ
こ
で
、

竹
姫
が
憑
依
し
た
奥
州
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
歌
が
以
下
で
あ
る
。

②
小

う

た

二

あ

か

り

小

ふ

し

△
い
つ
の
ま
に
か
は
秋
風
の

.

ふ
く
や

か
んこ

し
ぢ
の
山
こ
へ

か

ゝ

り

引

て
な
み
の
三

国
の
む
ふ
し

の
わ
け
あ
る

下里
へ

ぎ

ん

あ
く
し
や
う
が
よ
ひ
の

.

上つ
ら
に
く
や

.

ひ
さ
げ
の

.

水
は
ゆ
と
な
れ
ど

.

ま
だ
さ
め
や
ら
ぬ

.

上
ぎ
ん

我
思
ひ

.

せ
めつ

ら
し
ね
た
ま
し

.

あ
ら
は
ら
立
と
す
が
り
付
て
は

.

下な
く
斗

.

お
れ
と
そ
な
た
は
な
ん
〳
〵
七

つ
八
つ

.

十
で
と
の
ご
を
み
そ
め
て
ほ
れ
て

.

人
こ
そ
し
ら

引
う
た

ね
ふ
り
わ
け
が

み
も
そ
な
た
な
ら
で
は
誰
に
か
み
せ
ん
此
く
ろ
か
み
を

.

今
た
ゝ
き

は
あ
だ
な
る
み

だ
れ
心
は
あ
ゝ

.

〳
〵
〳
〵
あ
い
た
み
た
さ

引に

.

き
た
ぞ
や
れ

.

つ
引ら

や

〳
〵
と
思
ひ
は
す
れ
ど

.

まきん
だ
す
て
ら
れ
ぬ

は
や
め

に
く
さ
に
あ
ま
つ
て
い
と
し
さ

ま
さ
る

.

扨
も
命
は
つ
れ
な
い
物
よ

.

君
つ

引ら
や

.

い
中き

て
思
ひ
は
あ
ひ
べ

つ
り
く
の

.

か
んし

ん
で
又
き
て

.

は
や
く

そ
の
〳
〵
〳
〵

.

其
さ
き
の
世
で
思
ひ
し

ら
し
よ
ぞ
お
も
ひ
し
れ

.

江
戸
ふ
し

袖
の
み
な
と
の
恋
の
ふ
ち

.

わ
た
り
く
ら
べ
ん
涙

引
上
引

川
恋
の

せ

め

一
念
さ
か
づ
き
の

.

な
が
し

か
け
く
ら
き
よ
に
し
ん
ゐ
の
ど
く
じ
や
く
る

〳
〵
〳
〵
〳
〵

.

く
る
り
〳
〵
〳
〵

う
た

く
る
は
か
よ
ひ
も
ふ
つ
つ
り
と

.

思
ひ

き
れ
〳
〵
ね
た
ま
し
や

あ
ら
は
ら
だ
ち
と
立
る
は
あ
は
れ
に
も
又
お
そ
ろ

し
や

.

上
本
の
絵
入
狂
言
本
に
は
「
か
ん
」「
ぎ
ん
」「
引
」
な
ど
文
字
譜
等
が
細
か

（

）
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く
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
嫉
妬
の
情
に
か
ら
れ
た
奥
州
が
次
第
に
激
昂
す
る
様

子
が
詞
章
に
見
て
取
れ
る
が
、「
は
や
く
」「
な
が
し
」
等
の
文
字
譜
が
そ
の
音

楽
演
出
を
想
像
さ
せ
る
。
奥
州
演
じ
た
岩
井
左
源
太
は
小
歌
に
優
れ
た
役
者
で

あ
っ
た
た
め
役
者
自
ら
が
歌
う
演
出
が
と
ら
れ

47
）

た
が
、
最
後
の
「
一
念
さ
か
づ

き
の
」
以
下
は
「
せ
め
（
責
め
）」
で
あ
る
た
め
、
役
者
は
所
作
の
み
で
小
歌
方

が
歌
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
『
落
葉
集
』
第
巻
之
二
よ
り
「
傾
城
仏
の
原
」
の
歌
詞
を
掲
げ
る
。

②
二
上
り

い
つ
の
間
に
か
は
秋
風
の

吹
や
こ
し
ぢ
の
山
こ
え
て

波
の
三
国
の
わ

け
あ
る
さ
と
へ

悪
性
が
よ
ひ
の
つ
ら
に
く
や

ひ
さ
げ
の
み
つ
は
ゆ
と
な

れ
ど

ま
だ
さ
め
や
ら
ぬ
我
思
ひ

つ
ら
し
ね
た
ま
し

あ
ら
は
ら
立
や
と

す
が
り
つ
い
て
は
な
く
ば
か
り

を
れ
と
そ
な
た
は
な
ん
〳
〵
〳
〵

七
つ

八
つ
十
で
殿
子
を
見
そ
め
て
ほ
れ
て

人
こ
そ
し
ら
ぬ
ふ
り
わ
け
髪
の

そ

な
た
な
ら
で
は
誰
に
か
み
せ
ん
此
く
ろ
か
み
を

い
ま
は
あ
だ
な
る
み
だ
れ

が
み
み
だ
れ
心
か

あ
ゝ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
あ
い
た
見
た
さ
に
き
た
ぞ

や
れ

つ
ら
や
〳
〵
と
思
ひ
は
す
れ
ど

ま
だ
す
て
ら
れ
ぬ

に
く
さ
あ
ま
り
て
い

と
し
さ
ま
さ
る

さ
て
も
い
の
ち
は
つ
れ
な
い
も
の

君
つ
ら
や

い
き
て

お
も
ひ
は
あ
い
べ
つ
り
く
の

し
ん
で
ま
た
き
て

そ
の
〳
〵
〳
〵
そ
の
さ

き
の
夜
で
お
も
ひ
し
ら
し
よ
ぞ

思
ひ
し
れ

袖
の
み
な
と
の
恋
の
ふ
ち

わ
た
り
く
ら
べ
ん
な
み
だ
川

恋
の
一
念
さ
か
つ
き
の

か
げ
く
ら
き
よ
に

し
ん
い
の
ど
く
じ
や

く
る
〳
〵
〳
〵
〳
〵
く
る
り
〳
〵
〳
〵
く
る
は
か
よ

ひ
も
ふ
つ
つ
り
と

思
ひ
き
れ
〳
〵
ね
た
ま
し
や

あ
ら
は
ら
た
ち
や
と
立

た
る
は

あ
は
れ
に
も
ま
た
お
そ
ろ
し
や
（『
落
葉
集
』）

絵
入
狂
言
本
と
同
歌
詞
で
あ
る
（
点
線
部
）。
こ
の
曲
の
調
弦
は
『
落
葉
集
』
諸

本
で
異
同
が
あ
る
が
（
注
13
）、
絵
入
狂
言
本
で
「
小
う
た
二
あ
か
り
小
ふ
し
」

と
あ
る
た
め
二
上
り
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
七
つ
八
つ
十
で
」

か
ら
「
な
み
だ
川
」
ま
で
は
、『
松
の
葉
』
第
三
巻
端
歌
の
「
乱
れ
髪
」
に
も
ほ

ぼ
同
一
の
歌
詞
が
見
え
、二
上
り
曲
と
知
ら
れ
る
。怨
霊
事
の
嫉
妬
の
念
が
入
っ

た
女
の
歌
に
二
上
り
が
選
択
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

（
四
）
元
禄
十
二
年
十
一
月
京
亀
屋
座
「
京
ひ
な
が

48
）

た
」

京
ひ
な
が
た
」
に
は
少
な
く
と
も
二
箇
所
で
小
歌
が
挿
入
さ
れ
た
ら
し
い
。

ま
ず「
第
二
場
」、
六
法
丹
前
の
名
手
、
江
戸
の
多
門
庄
左
衛
門
扮
す
る
東
木
緑

之
介
の
出
で
、
絵
入
狂
言
本
で
は
以
下
の
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。

①
第
二

江
戸
立
役

多
門
庄
左
衛
門
丹
前
六
法

あ
た
り
ま
し
た

あ
ら
お
も
し
ろ
の
初
雪
や

.

東
の
そ
ら
を
あ
と
に
み
て

.

行
も
か
へ
る
も
あ

ふ
坂
山

.

か
ち
侍
大
ぜ
い

.

小
性
い
お
り
千
十
郎
さ
き
を
は
ら
ひ
畏
る

.

東

木
み
ど
り
の
介

.

け
ふ
は
じ
め
て
の
京
上
り
一
ゆ
り
ゆ
つ
た
ふ
り
出
し

.

げ

に
た
ん
ぜ
ん
の
只
中

.

是
中
村
に
き
り
や
う
ふ
う
ぞ
く
其
ま
ゝ

.

こ
は
つ
き

迄
う
つ
り
ま
す

.

お
ぼ
ろ
の
し
み
づ
か
げ
は
や
せ
の
さ
と
人

.

お
は
ら
木
か

〳
〵
男
の
し
だ
し
也

.

（

）
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こ
こ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
丹
前
歌
が
『
落
葉
集
』
第
巻
之
三
「
京
之
名
所
」

（
多
門
庄
左
衛
門
）
に
あ
る
。

①
二
上
り

須
磨
と
い
ふ
も
う
ら
の
名

あ
か
し
と
い
ふ
も
う
ら
の
名

す
ま
や
あ
か

し
も
外
な
ら
ぬ

花
よ
も
み
ち
よ
月
雪
の
あ
け
ぼ
の
は

筆
て
書
と
も
つ
き

せ
ぬ
み
や
こ
ぞ
お
も
し
ろ
や

〽
北
は
黄
に
み
な
み
は
青
く
東
白
に
し
く
れ
な
い
に
そ
め
い
ろ
の

山
は
み

や
こ
の
ふ
じ
な
れ
や

ふ
も
と
に
つ
ゞ
く
市
は
ら
や

お
ぼ
ろ
の
清
水
に
影

は
や
せ
の
里
人

小
原
し
つ
は
ら

く
ら
ま
や
き
ぶ
ね

あ
の
を
く
山
の
柴

と
い
ふ
も
の

お
り
〳
〵
お
り
〳
〵
お
り
〳
〵

折
て
た
ば
ね
て
き
り
ゝ
と

む
す
ん
で

し
や
ん
と
い
た
ゝ
き
つ
れ
た
お
は
ら
木
を

こ
い
〳
〵
小
女
郎

な
ぜ
に
こ
ち
よ
ろ
は
出
て
ま
た
ぬ
ぞ

小
女
郎
こ
そ
く
れ
山
ご
し
に

い

た
ゞ
き
つ
れ
た
お
は
ら
木
を

さ
て
も
そ
な
た
は
春
の
花
…（
以
下
略
）（『
落

葉
集
』）

『
落
葉
集
』に
は
こ
の
後
も
京
の
名
所
を
た
ど
る
長
い
詞
章
が
続
く
。
絵
入
狂
言

本
の
み
で
は
調
子
が
不
明
だ
が
、『
落
葉
集
』と
の
照
合
に
よ
っ
て
二
上
り
の
曲

で
多
門
庄
左
衛
門
が
丹
前
振
り
を
見
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。も
う
一
箇
所
は「
第

三
」の
切
で
、
絵
入
狂
言
本
は
上
本
が
出
さ
れ
た
た
め
、
役
人
替
名
の
下
に「
大

小
ぶ
し
お
ど
り
の
小
哥
」
と
踊
歌
が
記
載
さ
れ
た
。

②
一

.

よ
い
〳
〵

.

ハ
ルか

し
ま
う
ら
か
ら

ハ
ルの

う
ら
か
ら
〳
〵
た
か
ら
ぶ
ね
が
つ

い
た
と
さ

.

詞か
ほ
の
若
や
く
と
し
男

.

中よ
い
こ
と
〳
〵
よ
い
〳
〵
こ
と
〳
〵

よ
い

入こ
と
ぶ
き
を
い
は
ふ
て

.

ウ
入こ

と
ふ
れ
が
参
つ
た

.

詞是
や
こ
な
た
へ
ご
め

ん
な
れ

.
中来

年
の
ゑ
ほ
う
は

.

ハ
ルさ

る
と
り
の
間
を
ば

.

と
し
と
く
神
と
さ
だ

め
て

.

か
の
へ
た

ヽ

ヽ

つ
の
と
し
は
じ
め

.

中卯
の
十
六

ハ
ル日

は
ま
め
ま
き
だ

詞わ
つ

と
つ
か
ん
で
よ
い
や
さ

.

中か
し

ハ
ルま

お
ど
り
を
ば
ち
〳
〵
ち
つ
と

.

ち
と
〳
〵

ち
つ
と

.

お
ん
ど
り
び
や
う
し
に
か
ゝ
つ
て

.

是
や
こ
な
た
へ
物
と
は
ふ

.

先
正
月
は
大
か
の

.

は
て
大
と
も
〳
〵
二
月
小

.

お
ゝ

.

三
大
四
五
ハ
小
〳
〵

だ

.

そ
れ

.

六
月
は
大
よ
の

.

さ
て
〳
〵

.

〳
〵
〳
〵
ど
つ
こ
い

.

七
八
月

は
小
と
さ
だ
め
て
九
月
は
大
の
き
く
月

.

十
月
小
は
が
つ
て
ん
か

.

霜
月
し

わ
す
は
大
〳
〵

.

き
は
め
て
〳
〵
し
つ
か
と
き
わ
め
て
大
小
元
と
さ
だ
め
た

こ
れ
は
『
落
葉
集
』
巻
第
四
「
大
小
見
踊
」
の
歌
詞
に
同
じ
で
あ
る
（
点
線
部
）。

②
二
上
り

鹿
島
浦
か
ら
の
ふ

浦
か
ら
〳
〵
た
か
ら
ふ
ね
が
つ
い
た
と
さ

か
ほ
の

わ
か
や
ぐ
と
し

お
と
こ

よ
い
事
〳
〵

よ
い
〳
〵
こ
と
〳
〵

よ
い
事

ぶ
き
を
い
は
ふ
て
事
ふ
れ
が
ま
い
り
た

是
や
こ
な
た
へ
ご
め
ん
な
ろ

ま

づ
来
年
の
ゑ
ほ
う
は

申
酉
の
あ
い
だ
を
は

年
徳
神
と
さ
だ
め
て

庚
辰

の
と
し
は
じ
め

卯
の
十
六
が
ま
め
ま
き
た

わ
つ
と
つ
か
ん
で
よ
い
や
さ

か
し
ま
お
ど
り
を
ば
ち
ゝ
ち
つ
と

ち
と
〳
〵
ち
つ
と
お
と
り
ひ
や
う
し
に

か
ゝ
つ
て

こ
れ
や
こ
な
た
へ
も
の
と
ふ

ま
づ
正
月
は
大
か
の

は
て
大

と
も
〳
〵

二
月
小
三
大
四
五
小
々
だ

そ
れ
六
月
は
大
よ
の

さ
て
〳
〵

さ
て
〳
〵
ど
つ
こ
い

七
八
月
は
小
と
さ
た
め
て

九
月
は
大
の
菊
月

十

（

）
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月
小
は
が
つ
て
ん
か

霜
月
し
わ
す
は
大
大

き
わ
め
て
〳
〵
し
つ
か
と
き

わ
め
て

大
小
げ
ん
と
さ
だ
め
た
（『
落
葉
集
』）

絵
入
狂
言
本
で
は
調
子
の
指
定
が
な
い
が
、『
落
葉
集
』で
二
上
り
と
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
絵
入
狂
言
本
に
は
所
々
に
文
字
譜
や
ゴ
マ
点
の
指

定
が
あ
り
、
踊
歌
の
曲
節
を
推
し
量
る
手
が
か
り
を
得
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
芝
居
に
お
け
る
小
歌
の
音
楽
的
効
果
を
具
体
的
か
つ
立
体

的
に
把
握
す
る
に
は
、
絵
入
狂
言
本
と
『
落
葉
集
』
の
照
合
が
有
効
な
手
立
て

と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
芝
居
歌
の
調
子
の
確
定
に
は
両
史
料
が
補
完

し
合
う
場
合
が
多
か
っ
た
（「
関
東
小
六
今
様
姿
」
①
③
、「
傾
城
仏
の
原
」
②
、

「
京
ひ
な
が
た
」
①
②
）。
調
子
の
確
定
で
き
た
各
場
面
は
、
丹
前
出
端
（「
関

東
小
六
今
様
姿
」
①
、「
京
ひ
な
が
た
」
①
）、
怨
霊
事
（「
傾
城
浅
間
嶽
」
③
、

「
関
東
小
六
今
様
姿
」
②
、「
傾
城
仏
の
原
」
②
）、
大
踊
（「
京
ひ
な
が
た
」
②
）

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
二
上
り
が
多
く
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
両
史
料
の
詞
章
が
重

な
る
場
合
、
省
略
等
は
あ
っ
て
も
、
甚
だ
し
い
異
同
や
矛
盾
す
る
点
は
見
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、『
落
葉
集
』の
典
拠
が
絵
入
狂
言
本
上
本
な
ど
歌
舞

伎
の
上
演
史
料
に
拠
っ
て
い
た
こ
と
を
も
窺
わ
せ
る
。
も
っ
と
も
、
絵
入
狂
言

本
と
『
落
葉
集
』
片
方
の
み
に
記
載
さ
れ
る
曲
と
い
う
例
も
あ
り
（「
傾
城
浅
間

嶽
」
①
②
、「
関
東
小
六
今
様
姿
」
②
、「
傾
城
仏
の
原
」
①
）、
そ
の
背
景
や
理

由
を
含
め
た
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、『
落
葉
集
』と
絵
入
狂
言
本
か
ら
み
る
芝
居
歌
の
音
楽
演
出
に
つ
い
て

考
察
し
て
き
た
。
元
禄
の
上
方
歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
は
、
芝
居
歌
の
調
子
に
着

目
す
る
と
、
芝
居
の
場
面
、
す
な
わ
ち
丹
前
出
端
六
法
・
地
芸
（
道
行
、
怨
霊

事
）・
踊
歌
（
大
踊
）
に
よ
っ
て
意
識
的
に
調
子
の
選
択
が
行
わ
れ
て
お
り
、
三

味
線
の
調
子
に
一
定
の
演
出
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
る
様
子
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
む
ろ
ん
当
時
の
歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
は
芝
居
歌
（
小
歌
）
の
み
で

は
な
い
。
謡
や
鳴
物
、
各
種
浄
瑠
璃
等
が
様
々
な
音
楽
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
う

し
た
中
で
芝
居
歌
に
二
上
り
が
と
り
わ
け
多
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は

推
測
の
域
を
出
な
い
の
だ
が
、
本
調
子
が
主
体
の
浄
瑠
璃
と
の
音
楽
的
な
違
い

を
考
慮
し
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
落
葉
集
』と
絵
入
狂
言

本
と
い
う
異
な
る
史
料
を
照
合
さ
せ
る
こ
と
で
情
報
が
補
完
さ
れ
、
よ
り
具
体

的
に
元
禄
期
の
歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
示
す
こ
と
が
で
き
た
。今
後
も
事
例
を
増
や
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、

試
論
の
実
証
性
を
高
め
て
ゆ
き
た
い
。

さ
て
本
稿
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
最
後
に
江
戸
長
唄
の
歴
史
に
つ
い
て
付
言

し
て
お
き
た
い
。
冒
頭
で
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
初
期
の
江
戸
長
唄
の
歴
史
を

語
る
際
、
こ
れ
ま
で
上
方
の
歌
舞
伎
音
楽
を
三
下
り
の
陰
調
と
捉
え
、
そ
の
江

戸
へ
の
影
響
と
い
う
形
で
解
説
さ
れ
る
こ
と
が

49
）

多
か
っ
た
。
確
か
に
こ
う
し
た

説
明
は
現
行
伝
承
曲
を
思
い
浮
か
べ
て
も
実
感
と
し
て
極
め
て
分
か
り
や
す
い

も
の
で
あ
る
が
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
史
料
か
ら
み
る
元
禄
期
の
上
方
歌

（

）
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舞
伎
音
楽
の
実
態
と
は
些
か
異
な
る
。
上
方
の
芝
居
歌
は
踊
歌
や
丹
前
出
端
な

ど
二
上
り
の
曲
も
多
く
、
ま
た
怨
霊
事
の
場
面
で
は
三
下
り
ば
か
り
で
な
く
二

上
り
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
上
方
と
江
戸
の
影
響
関
係
も
含
め
て
、
今
一
度
、

江
戸
長
唄
の
歴
史
を
再
考
す
る
必
要
を
感
じ
る
。

注

⑴

土
田
衞
「
大
和
屋
甚
兵
衛
の
芸
風
」「
嵐
三
郎
四
郎
を
め
ぐ
っ
て
」（『
考
証
元
禄

歌
舞
伎
｜
様
式
と
展
開
｜
』、
八
木
書
店
、
一
九
九
六
年
、
四
四
〜
五
九
頁
、
一

二
四
〜
一
三
八
頁
）
等
。

⑵

平
野
健
次
「
京
阪
芝
居
歌
と
地
歌
の
濫

｜
収
録
曲
選
曲
説
明
を
兼
ね
て
｜
」

（『
三
味
線
音
楽
事
始
｜
京
阪
芝
居
歌
と
地
歌
の
濫

｜
』、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ソ
ニ
ー
、
一

九
七
三
年
、
レ
コ
ー
ド
解
説
）。

⑶

黒
木
勘
蔵『
近
世
演
劇
考
説
』（
六
合
館
、
一
九
二
九
年
、
八
三
〜
八
七
頁
）（『
近

世
日
本
芸
能
記
』、
青
磁
社
、
一
九
四
三
年
再
収
）
や
草
野
悟
郎
「
元
禄
歌
舞
伎

劇
の
音
楽
に
就
て
」（
東
京
帝
国
大
学
演
劇
史
研
究
学
会
編
『
演
劇
史
研
究
』
第

一
、
巧
芸
社
、
一
九
三
五
年
、
六
〇
〜
七
四
頁
）、
松
崎
仁
「
歌
舞
伎
に
お
け
る

歌
謡
｜（
一
）
万
治
・
寛
文
〜
元
禄
期
｜
」「
歌
舞
伎
に
お
け
る
歌
謡
｜（
二
）
宝

永
・
正
徳
・
享
保
期
｜
」（
松
崎
仁
『
舞
台
の
光
と
影
｜
近
世
演
劇
新

｜
』、
森

話
社
、
二
〇
〇
四
年
、
六
九
〜
八
九
頁
）
等
。

⑷

『
音
楽
事
典
』「
調
絃
法
」
の
項
（
吉
川
英
士
）「

本
調
子
は
、
本
格
的
、
男
性

的
、
豪
壮
、
快
活
の
気
分
。

二
上
り
は
、
変
格
的
、
派
手
、
陽
気
、
田
舎
風
。

三
下
り
は
、
変
格
的
、
女
性
的
、
優
美
、
悲
哀
。」（
下
中
弥
三
郎
編『
音
楽
事

典
』
第
四
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
、
三
三
二
頁
）
や
浅
川
玉
兎
『
楽
理
と
実

技

長
唄
の
基
礎
研
究
』（
邦
楽
社
、
日
本
音
楽
社
、
一
九
五
七
年
改
版
、
七
六

〜
一
〇
四
頁
）
等
。

⑸

町
田
博
三『
江
戸
時
代
音
楽
通
解
』（
古
曲
保
存
会
、
一
九
二
〇
年
、
二
四
六
頁
）

（『
近
世
文
芸
研
究
叢
書
』
第
二
期
芸
能
編
３
５
邦
楽
３
、
ク
レ
ス
出
版
、
一
九

九
八
年
復
刻
）、
東
洋
音
楽
学
会
編『
三
味
線
と
そ
の
音
楽
』（
音
楽
之
友
社
、
一

九
七
八
年
、
一
九
九
頁
）
等
。

⑹

芝
居
歌
は
絵
入
狂
言
本
で
は
「
小
歌
」
と
称
さ
れ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
芝
居
に

用
い
ら
れ
た
音
曲
で
あ
っ
て
も
浄
瑠
璃
等
に
は
ひ
と
ま
ず
触
れ
な
い
。

⑺

蒲
生
郷
昭
「
楽
器
名
「
三
味
線
」
の
定
着
」（『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』
第
四

十
四
号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
、
四
八
〜
四
九
頁
）。「
漢
字
表
記
「
三
味
線
」
が
定

着
す
る
ま
で
」
と
し
て
『
初
期
三
味
線
の
研
究
』（
出
版
芸
術
社
、
二
〇
一
一
年
）

に
再
収
。

⑻

以
下
『
落
葉
集
』
は
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
本
（
第
巻
之
二
、
第
巻
之

三
、
巻
第
四
、
第
巻
之
五
、
巻
第
六
、
第
巻
七
）を
底
本
と
し
、
珍
書
保
存
会
複

製
本
（
一
九
一
八
年
）、
お
よ
び
旧
平
出
文
庫
・
南
木
文
庫
本
に
拠
る
藤
田
徳
太

郎
『
校
註
日
本
文
学
類
従

近
代
歌
謡
集
』（
博
文
館
、
一
九
二
九
年
）
の
翻
刻
で

校
合
す
る
（
以
下
「
珍
」『
近
』）。『
松
の
葉
』
と
『
松
の
落
葉
』
は
、
浅
野
建
二

他
監
修
・
解
説
『
日
本
歌
謡
研
究
資
料
集
成
』
第
四
、
五
巻
（
勉
誠
社
、
一
九
七

七
〜
一
九
七
八
年
、
赤
木
文
庫
本
）
に
拠
る
。

⑼

『
松
の
葉
』『
落
葉
集
』『
松
の
落
葉
』
の
書
誌
や
内
容
に
つ
い
て
は
、「
松
の
葉
」

（

）
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「
落
葉
集
」「
松
の
落
葉
」（
浅
野
建
二
）（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
一
巻
、

四
九
六
頁
、
第
五
巻
、
五
三
三
〜
五
三
四
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
〜
一
九
八

四
年
）、
前
掲
注
２
平
野
健
次「
京
阪
芝
居
歌
と
地
歌
の
濫

」、「
松
の
葉
」（
平

野
健
次
）（
岸
辺
成
雄
博
士
古
稀
記
念
出
版
委
員
会
編
『
日
本
古
典
音
楽
文
献
解

題
』、
講
談
社
、
一
九
八
七
年
、
三
九
四
頁
）
等
参
照
。

落
葉
集
」（
浅
野
建
二
）（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
一
巻
、
四
九
六
頁
）。

怨
霊
事
」（
近
藤
瑞
男
）（
服
部
幸
雄
他
編『
新
版
歌
舞
伎
事
典
』、
平
凡
社
、
二

〇
一
一
年
、
一
〇
一
頁
）、
郡
司
正
勝
「
近
松
の
怨
霊
事
ま
で
」（『
郡
司
正
勝

定
集
』
第
三
巻
、
白
水
社
、
一
九
九
一
年
、
一
四
五
〜
一
四
九
頁
）
等
参
照
。

傾
城
花
筏
」（「
花
筏
」
本
調
子
）
な
ど
が
地
歌
に
遺
存
。

珍
」、『
近
』
で
は
「
二
上
り
」、『
松
の
落
葉
』
で
は
「
一
上
り
」
と
す
る
が
、

本
曲
は
二
上
り
（
後
述
）。

こ
の
曲
は
本
来
、巻
第
四
踊
歌
に
収
載
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る（『
近
』、

二
二
三
頁
）。

珍
」、『
松
の
落
葉
』
で
は
「
三
下
り
」、『
近
』
で
は
「
二
上
り
」。

珍
」、『
松
の
落
葉
』
で
は
「
端
歌
｜
二
上
り
」、『
近
』
で
は
「
端
歌
｜
三
下
り
」。

珍
」、『
松
の
落
葉
』、『
近
』
で
は
「
二
上
り

本
調
子

」。

『
松
の
落
葉
』
巻
第
六
で
は
以
上
に
八
曲
が
追
加
さ
れ
る
（「
契
情
夜
明
鳥
」「
大

坂
上
り
の
道
行
」「
傾
城
因
幡
の
松
」「
淀
川
所
作
」「
契
情
多
賀
の
大
祓
」「
契
情

誓
湖
」「
富
士
禅
定
」「
多
賀
御
伝
来
孫
嫡
子
」）。
八
曲
の
調
子
の
内
訳
は
、
本
調

子
一
曲
、
二
上
り
四
曲
、
三
下
り
二
曲
、
記
載
な
し
一
曲
。

『
松
の
落
葉
』
の
「
大
坂
上
り
の
道
行
」
も
本
調
子
。

原
武
太
夫
（
盛
和
）「
奈
良
柴
」
明
和
四
亥
秋
（
一
七
六
七
）（
岸
上
操
編
『
近
古

文
芸
温
知
叢
書
』
第
八
編
、
博
文
館
、
一
八
九
一
年
、
三
〇
頁
）。

『
松
の
落
葉
』
の
二
上
り
四
曲
「
契
情
夜
明
烏
」「
傾
城
因
幡
の
松
」「
富
士
禅
定
」

「
多
賀
御
伝
来
孫
嫡
子
」も
、
い
ず
れ
も
怨
霊
事
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

曲
。
三
下
り
二
曲
（「
契
情
多
賀
の
大
祓
」「
契
情
誓
湖
」）
も
怨
霊
事
と
見
な
さ

れ
る
。

『
松
の
葉
』「
歌
音
声

並
三
味
線
弾
方
心
得
」
に
見
え
る
連
弾
（
つ
れ
び
き
）
の

こ
と
か
。

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
『
歌
系
図
』
に
て
、「
井
筒

坂
田
兵
四
郎

山
本

喜
市
両
調
」（
二
上
り
）
と
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

郡
司
正
勝
「
出
端
と
引
込
み
の
ノ
ー
ト
」（『
か
ぶ
き
｜
様
式
と
伝
承
｜
』、
筑
摩

書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
一
九
〇
〜
二
一
七
頁
）。

丹
前
出
端
の
所
作
は
、「
助
六
」（
河
東
節
）
や
「
供
奴
」（
長
唄
）
な
ど
に
遺
風

が
残
る
。

出
端
の
演
出
が
音
楽
的
に
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、三
味
線
方
岸
野
次
郎

三
郎
に
関
す
る
以
下
の
挿
話
に
も
知
ら
れ
る
（
為
永
一
蝶
『
歌
舞
妓
事
始
』
五
、

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
正
月
（
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集

成
』
第
六
巻
歌
舞
伎
、
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年
、
一
三
一
頁
））。

或
時
榊
山
氏
ぬ
め
り
と
い
ふ
も
の
を
望
ま
れ
け
れ
バ
、次
郎
三
是
を
十
七
段
に

引
分
た
り
。
是
け
い
せ
い
の
出
端
に
し
て
、
其
太
夫
の
位
〳
〵
を
音
色
に
て
、

十
七
段
に
引
分
た
る
よ
し
、
奇
妙
の
術
を
得
た
り
。
さ
る
に
よ
つ
て
諸
方
の
法

師
も
此
人
に
習
ひ
し
と
ぞ
。

（

）
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『
近
』
で
は
「
一
上
り
」、「
珍
」、『
松
の
落
葉
』
で
は
「
二
上
り
」。

松
崎
仁「
歌
舞
伎
に
お
け
る
歌
謡
｜（
一
）」（『
舞
台
の
光
と
影
｜
近
世
演
劇
新

｜
』、
七
一
〜
七
二
頁
）。

『
役
者
三
津
物
』
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
正
月
（
歌
舞
伎
評
判
記
研
究
会
編

『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
十
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
、
五
三
一
頁
）。

珍
」
で
は
「
本
調
子
」、『
近
』
で
は
調
子
記
載
な
し
。

珍
」、『
松
の
落
葉
』
で
は
「
二
上
り
」、『
近
』
で
は
「
本
調
子
」。

『
落
葉
集
』
第
巻
之
二
所
収
「
地

踊
」
も
二
上
り
。
な
お
、『
松
の
落
葉
』
巻
第

四
で
は
内
題
が
「
古
来
中
興
踊
哥
百
番
」
と
変
更
さ
れ
、『
落
葉
集
』
の
最
初
の

九
曲
は
別
曲
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
が（「
菊
づ
く
し
踊
」「
都
は
し
つ
く
し
踊
」

「
小
倉
山
踊
」「
山
ふ
し
哥
踊
」「
浦
つ
く
し
踊
」「
ご
ば
ん
つ
く
し
踊
」「
大
津
お

い
わ
け
ゑ
踊
」「
月
つ
く
し
踊
」「
松
つ
く
し
踊
」）、
い
ず
れ
も
二
上
り
。

郡
司
正
勝
「
元
禄
か
ぶ
き
に
お
け
る
開
帳
物
」「
近
松
と
か
ぶ
き
」（『
郡
司
正
勝

定
集
』第
一
巻
、
白
水
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
三
四
〜
一
五
四
頁
、
一
七
六
〜
一

九
一
頁
）
等
。

こ
の
う
ち
「
難
波
長
吉
踊
」
と
「
小
野
村
彦
惣
踊
」
は
、
都
浪
関
助
著
、
竹
原
春

朝
斎
画
『
絵
本
お
ど
り
つ
く
し
』（
大
坂
池
田
屋
与
兵
衛
板
、
安
永
四
年
（
一
七

七
五
）（
山
田
清
作
編
、
稀
書
複
製
会
第
六
期
第
十
六
回
、
米
山
堂
複
製
、
一
九

三
〇
年
））
に
「
浪
花
の
梅
踊
」「
ひ
こ
そ
踊
」
と
し
て
見
え
る
。
元
禄
か
ら
五
十

年
以
上
経
っ
た
後
も
、
依
然
と
し
て
『
落
葉
集
』
掲
載
の
踊
歌
の
い
く
つ
か
は
伝

承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
な
お「
馬
場
先
踊
」と「
四
季
花
笠
踊
」（「
関

の
小
万
」）
は
志
賀
山
流
に
現
行
。

『
松
の
落
葉
』
に
も
「
七
つ
道
具
踊
」
と
思
わ
れ
る
舞
台
絵
が
あ
り
、
三
味
線
と

太
鼓
が
舞
台
後
方
に
見
え
る
。

た
と
え
ば
、
現
行
す
る
丹
前
物
に
は
二
上
り
で
始
ま
る
曲
が
多
い
（
長
唄
「
高
砂

丹
前
」「
廓
丹
前
」、
荻
江
節
「
金
谷
丹
前
」
な
ど
）。
ま
た
舞
踊
曲
の
後
半
の
登

場
人
物
が
華
や
か
に
踊
る
「
踊
り
地
」
に
は
二
上
り
あ
る
い
は
三
下
り
が
多
い
こ

と
で
知
ら
れ
る
（
郡
司
正
勝
・
望
月
太
意
之
助
「
日
本
舞
踊
音
楽
｜
系
譜
と
構
成

｜
」（
東
洋
音
楽
学
会
編『
歌
舞
伎
音
楽
』、
音
楽
之
友
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
四

六
〜
一
四
七
頁
））。

鳥
越
文
蔵
「
絵
入
狂
言
本
」（『
近
松
全
集
』
月
報
十
二
第
十
五
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
、
三
〜
六
頁
）、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
「
絵
入
狂
言
本
に
み
る

元
禄
歌
舞
伎
展
」（
一
九
九
二
年
、
展
覧
会
解
説
）
等
参
照
。

東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
本（『
け
い
せ
い
新
浅
間
嶽
』）に
拠
る
。
高
野
辰
之
・

黒
木
勘
蔵
校
訂
『
元
禄
歌
舞
伎
傑
作
集
』
下
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二

五
年
、
三
八
九
〜
四
一
二
頁
）
等
に
翻
刻
あ
り
。

『
元
禄
歌
舞
伎
傑
作
集
』
下
巻
、
三
九
〇
頁
。

松
崎
仁
「『
堀
川
波
鼓
』
小
考
」（『
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
・
こ
と
ば
』、
八
木
書
店
、

一
九
九
八
年
、
二
六
五
〜
二
八
〇
頁
）。

地
歌
で
は
「
あ
さ
ま
」
と
し
て
遺
存
。

松
崎
仁「
歌
舞
伎
に
お
け
る
歌
謡
｜（
二
）」（『
舞
台
の
光
と
影
｜
近
世
演
劇
新

｜
』、
九
〇
〜
九
二
頁
）。

東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
本
に
拠
る
。『
元
禄
歌
舞
伎
傑
作
集
』
下
巻
（
三
五

七
〜
三
八
八
頁
）
に
翻
刻
あ
り
。

（

）
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こ
の
箇
所
は
現
在
「
青
葉
」
と
し
て
地
歌
や
黒
御
簾
に
遺
存
す
る
が
、『
落
葉
集
』

に
作
曲
者
の
記
載
は
な
い
。現
存
番
付
類
な
ど
か
ら
作
曲
者
を
確
定
す
る
こ
と
も

難
し
い
が
、『
歌
舞
妓
事
始
』『
歌
系
図
』
で
は
、
杵
屋
長
右
衛
門
・
蔦
山
四
郎
兵

衛
両
調
、
芳
沢
春
水
作
と
す
る
。『
歌
曲
時
習
考
』
で
は
杵
屋
長
右
衛
門
を
杵
屋

長
五
郎
と
す
る
版
も
あ
る
。

『
元
禄
歌
舞
伎
傑
作
集
』
下
巻
、
三
五
八
頁
。

祐
田
善
雄
・
鳥
越
文
蔵
編
『
上
方
狂
言
本
』
四
（
古
典
文
庫
、
一
九
六
八
年
、
二

三
〜
八
一
頁
）
に
拠
る
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
）。

松
崎
仁「
歌
舞
伎
に
お
け
る
歌
謡
｜（
一
）」（『
舞
台
の
光
と
影
｜
近
世
演
劇
新

｜
』、
七
四
〜
七
八
頁
）。

東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
本
に
拠
る
。『
元
禄
歌
舞
伎
傑
作
集
』
下
巻
（
四
六

五
〜
四
九
七
頁
）
に
翻
刻
あ
り
。

た
と
え
ば
町
田
は
「
江
戸
長
唄
の
時
代
区
分
」
第
二
期
（
享
保
十
六
年
春
以
降
）

の
中
で
、

京
都
か
ら
瀬
川
菊
之
丞
と
共
に
下
つ
た
坂
田
兵
四
郎
と
云
ふ
唄
ひ
手
が「
傾
城

道
成
寺
」
や
「
無
間
鐘
」
を
唄
ひ
…
（
中
略
）「
道
成
寺
」
や
「
相
生
獅
子
」

「
天
人
羽
衣
」「
二
人
椀
久
」「
高
尾
懺
悔
」「
さ
ら
し
三
番
」「
う
し
ろ
面
」等

総
て
上
方
唄
の
直
輸
入
時
代
で
あ
る
…
（
中
略
）
従
つ
て
昔
風
の
本
格
の
唄
は

廃
れ
、
調
子
も
二
上
り
、
本
調
子
は
派

（ママ）
手
な
旋
律
よ
り
も
陰
気
な
三
下
り
調
が

殊
に
喜
ば
れ
た
、当
時
の
作
品
が
多
く
は
三
下
り
で
あ
る
の
は
此
れ
に
帰
因
す

る
と
述
べ
、
上
方
と
江
戸
を
陰
（
三
下
り
）
と
陽
（
二
上
り
、
本
調
子
）
で
対
比
さ

せ
る
（
町
田
博
三
『
江
戸
時
代
音
楽
通
解
』、
二
四
六
頁
）。

（
本
稿
は
、
平
成
二
六
〜
二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
の

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）

（

）
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A Study on Musical Structures of Kamigata Kabuki in the Genroku
 

Period(1688 1704)Based on Analysis of“Ochibashu”and Eirikyogenbon

 

MAESHIMA Miho

 

The purpose of this study is to clarify the musical techniques and structures in Kamigata
 

Kabuki in the Genroku period based on analysis of“Ochibashu”and Eirikyogenbon in which
 

Kabuki texts and songs(shibai-uta)were written. Through my analysis focusing on a usage
 

of 3 types of shamisen song tuning;honchoshi,niagari,and sansagari,it was discovered that
 

each type of shamisen tuning was intentionally used in each dramatic scene for a particular
 

effect. For example,niagari songs were usually selected in the scene of actors’entrance onto
 

the stage(tanzen or deha)and the scene of lively dance by all actors(oodori). On the other
 

hand, niagari and sansagari were used in the pathetic and ghostly scene (onryo-goto).

Finding of this study suggest that a lot of niagari songs were characteristic of this time. This
 

result reveals that Kamigata Kabuki in the Genroku era was elaborately constructed from the
 

point of view of shamisen tuning.
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